
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10 景観・風景 



 



 

■資料 2.10.1 景観予測結果（景観予想図） 

(1) 予測結果 

 ① 地域の風景の変化の程度 

着葉期における予測地点別の景観予想図を図-1～図-4に示す。 
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また、最終処分場の埋立完了後の風景の変化の程度を予測するため、最終処分場が視認可能な

「甲斐風土記の丘・曽根丘陵公園」からの眺望に対し、風景の変化の程度が大きいと予測された

ケース３（煙突：北側 100ｍ）を用いて景観予想図を作成した。 

作成した景観予測図を図-5 に示す。 
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■資料 2.10.2 山梨県美しい県土づくりガイドライン（平成 21年 3月）抜粋 
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2.11 廃棄物・発生土 



 



■資料 2.11.1 廃棄物予測の根拠 

 

 

表 ごみ処理施設のプラント工事に伴う残土の発生量（プラントメーカー別） 

内  容 A 社 B 社 C 社 D 社 E 社 Ｆ社 

残土（ｍ3） 34,800 27,900 19,500 21,650 6,000 － 

 

 

 

表 ごみ処理施設の施設の稼働に伴う廃棄物の発生量（プラントメーカー別） 

内  容 A 社 B 社 C 社 D 社 E 社 Ｆ社 

飛灰（ｔ/日） 4 18 12 6.5 14.6 18 

焼却残さ（ｔ/日） 0.8 3 － 1.6 1.8 3 

溶融スラグ（ｔ/日） 9 22 36 27 29 24 
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■資料 2.11.2「甲府・峡東地域循環型社会形成推進地域計画【第 1 次】」 

（改訂 平成22年12月 14日、甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合、甲府市、笛吹市、山梨市、甲州市） 
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っ

て
お

り
、

広
域

化
を

見
据

え
た

よ
り

効
率

的
な

処
理

体
制

に
移

行
し

て
い

く
必

要
性

が
生

じ
て

い
ま

す
。

従
っ

て
本

地
域

で
は

、
新

た
な

処
理

施
設

を
整

備
し

、
一

元
化

処
理

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

 

生
活

排
水

に
関

す
る

現
状

と
し

て
、

こ
れ

ま
で

の
甲

府
市

及
び

山
梨

市
の

河
川

水
質

調
査

に
お

い

て
は

、
比

較
的

良
好

な
結

果
が

得
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
単

独
処

理
浄

化
槽

及
び

生
活

雑
排

水
に

よ
る

汚
濁

負
荷

を
更

に
削

減
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

下
水

道
等

の
整

備
対

象
区

域
外

に
つ

4

い
て

は
、

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

 (
4
)
 
広

域
化

の
検

討
状

況
 

山
梨

県
は

、
平

成
1
1
年

3
月

に
「

山
梨

県
ご

み
処

理
広

域
化

計
画

」
を

策
定

し
、

ご
み

の
排

出

抑
制

、
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
の

削
減

の
た

め
、

山
梨

県
内

を
A
、

B
、

C
の

3
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
け

、
ご

み
の

広
域

的
処

理
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

 

甲
府

市
、

笛
吹

市
、

山
梨

市
、

甲
州

市
の

4
市

は
、

こ
の

計
画

に
お

い
て

C
ブ

ロ
ッ

ク
に

指
定

さ

れ
、

共
同

処
理

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

ま
し

た
。

そ
こ

で
4
市

は
、

共
同

処
理

及
び

新
ご

み
処

理
施

設

建
設

に
つ

い
て

の
協

議
を

重
ね

て
き

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
一

元
化

処
理

す
る

こ
と

に
よ

り
資

源
の

再
利

用
、

熱
回

収
等

に
つ

い
て

の
効

率
化

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

、
管

理
を

集
中

化
す

る
こ

と
で

高
度

処
理

が
可

能
と

な
り

環
境

負
荷

の
低

減
が

図
ら

れ
る

こ
と

、
ま

た
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
に

よ
り

施
設

建
設

及
び

運
営

コ
ス

ト
の

効
率

化
が

図
ら

れ
る

こ
と

等
を

主
な

理
由

と
し

て
、

4
市

で
共

同
処

理
を

行
う

と
の

結
論

に
達

し
ま

し
た

。
ま

た
、

一
部

事
務

組
合

に
よ

り
建

設
・

運
営

管
理

を
行

う
こ

と
と

し
ま

し
た

。
 

具
体

的
に

は
、

平
成

2
7
年

度
の

稼
働

を
目

指
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

推
進

施
設

（
熱

回
収

施
設

）

及
び

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

施
設

（
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

）
を

新
設

し
、

共
同

処
理

を
図

り
ま

す
。

 

 ２
 

循
環

型
社

会
形

成
推

進
の

た
め

の
現

状
と

目
標

 

(
1
)
 
一

般
廃

棄
物

等
の

処
理

の
現

状
 

平
成

1
7
年

度
の

一
般

廃
棄

物
の

排
出

、
処

理
状

況
は

図
2
の

と
お

り
で

す
。

 

総
排

出
量

は
、

集
団

回
収

も
含

め
、

1
4
8
,
9
8
1

ト
ン

で
あ

り
、

再
生

利
用

さ
れ

る
総

資
源

化
量

は

2
8
,
4
4
3
ト

ン
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

は
1
9
.
1
％

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量
は

1
0
2
,
6
6
3
ト

ン
で

あ
り

、
集

団
回

収
を

除
い

た
排

出
量

の
7
4
.
0
％

が
減

量
化

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

集
団

回
収

を
除

い
た

排
出

量
の

1
2
.
9
％

に
当

た
る

1
7
,
8
7
5
ト

ン
が

埋
め

立
て

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

な
お

、
中

間
処

理
量

の
う

ち
焼

却
処

理
は

1
1
7
,
8
5
1
ト

ン
で

す
。

甲
府

市
環

境
セ

ン
タ

ー
焼

却
工

場
で

は
、

ご
み

の
燃

焼
熱

を
利

用
し

て
、

蒸
気

に
よ

る
発

電
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
余

熱
を

利
用

し
て

温
水

を
発

生
さ

せ
て

お
り

、
余

熱
利

用
施

設
（

温
水

プ
ー

ル
、

浴
室

）
へ

の
温

水
供

給
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

山
梨

市
環

境
セ

ン
タ

ー
、

東
山

梨
環

境
衛

生
セ

ン
タ

ー
で

は
、

余
熱

を
利

用
し

た
施

設
内

で
の

温
水

利
用

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
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